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第 1 章 文京区における生涯学習推進の経緯 
〔平成 4 年 3 月〕文京区生涯学習推進基本構想を策定 

〔平成 4,5 年度〕生涯学習推進体制として、文京区生涯学習推進本部及び文

京区生涯学習推進協議会を設置 

〔平成 6 年 3 月〕文京区生涯学習推進計画策定 

〔平成 12 年 3 月〕推進計画第１次改定実施 

＊第１次改定後の主な取組み 

(1)学習活動を支援するしくみづくり（生涯学習センターの全面開設） 

(2)学習ニーズの多様化に応える施策（趣味・教養等講座の民間教育事業

者との連携、区民大学院講座・区内大学連携講座の開設） 

(3)学習成果の地域還元・区民参画（区民大学企画運営委員会設置、文京

お届け講座・区民提案による公募型講座の開設） 

 

第２章 推進計画第２次改定の基本的な考え方 

１ 生涯学習の基本的な考え方 

地域におけるまちづくりやひとづくりを円滑に進め、地域社会を活性化

する核となるものを生涯学習の活動であると捉え、これを支援する。  

 

２ 第１次改定後の社会環境の変化と生涯学習 

 (1)学校完全週５日制の実施に伴い必要性が高まった、子どもたちの主体

的活動の場・機会確保  

(2)キャリアアップを目指す社会人等の受け入れ体制整備の必要性  

 (3)子育て支援、急速なＩＴ化、ＮＰＯや大学等教育機関を取り巻く状況

の変化  

 (4)「社会教育行政と学校教育との連携」等を盛り込んだ社会教育方改正  

 

３ 文京区基本構想と推進計画 

   生涯学習推進計画は、文京区基本構想及び基本構想実施計画に基づく

施策の実現のための補助計画であり、平成 13 年度に策定された、新た

な文京区基本構想の理念を踏まえた計画である。  
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４ 推進計画改定（第２次）の目的 

   国の動き、区における新たな基本構想の策定、社会環境の変化など、

生涯学習を取り巻く情勢に的確に対応するため、生涯学習推進基本構想

の理念を基本としながら、新たな視点による施策を展開することが必要

であると考え、現行の推進計画の見直しを行う。  

 

５ 推進計画の性格・位置づけ 

 (1)区民の生涯学習を支えるための理念及び行政が果たすべき役割を具体

化する事業計画  

 (2)区民の自主的な生涯学習活動を側面から支援するための計画  

 (3)生涯学習推進のための目標を示したもの  

 (4)生涯学習施策について協議・調整する際の方向性を示したもの  

 

６ 推進計画の期間 

   平成 17 年度から平成 19 年度までの 3 年間の計画期間とする。  

 

７ 推進計画の視点 

 (1)基本的な視点は、文京区生涯学習基本構想で提唱した「文京区全域を

生涯学習のキャンパスに」という考え方  

(2)新たな視点  

  ①教育・文化資源を活用した生涯学習によるまちづくり  

  ②新たな協働による生涯学習推進ネットワークの構築  

  ③活力ある地域社会づくりを目指した生涯学習事業の推進  

  ④ＩＴを生かした生涯学習活動への支援  
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８ 新たな視点による施策の展開  

(1)教育・文化資源を活用した生涯学習によるまちづくり  

豊富な教育・文化資源が存在する区の特性を活かして「日本一の教

育のまち」・「生涯学習都市・文京」を実感できる環境を作る。  

①「文の京」の礎づくり 

地域特性である豊富な大学等教育機関や多彩な人材との連携強

化に努める。  

②先駆的な文化事業の展開 

「文の京文芸賞」、「文の京文化発信プロジェクト」など、文化資

源を活かしながら、時代を先取りした文化事業を展開し、文京区の

文化創造活動をレベルアップする。  

③文化遺産を発信する拠点づくり 

単独施設となる鷗外記念室の今後の方向性を検討するとともに、

文京ふるさと歴史館では、ＩＴを積極的に活用した文化遺産等の発

信に努める。  

 

(2)新たな協働による生涯学習推進ネットワークの構築 

今後、ＮＰＯ法人、区内大学、民間事業者等と連携するための、生涯

学習推進ネットワークを構築する。  

①生涯学習推進ネットワークの拠点づくり 

生涯学習に関わるあらゆる団体が、日常的に情報交換、連絡調整

できるネットワーク、相互連携の要となる組織や施設について検討

する。  

②大学などの教育機関や企業との協働による生涯学習施策 

従来からの連携事業や、ＩＴ人材育成特区講座を区内大学・企業

等と協働運営するほか、施設やノウハウの活用、人材交流などに積

極的に取り組む。  

③新たな地域スポーツクラブの創設 

身近な地域のスポーツクラブの育成、クラブハウスの整備、区民

主導の管理などの実現を目指した検討を行う。  
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(3)活力ある地域社会づくりを目指した生涯学習事業の推進 

経験を活かしたい人と学びたい人とをコーディネートし、幅広い世代  

の交流機会を提供することにより、活力ある地域社会づくりに資する生

涯学習施策を展開する。  

①地域社会にある学習資源の活用 

様々な知識や経験を活かしたい人材等の情報を周知するほか、自

発的な交流や学習活動を行うことができる拠点づくりを目指す。こ

の拠点を教育機関や企業などを含め、幅広い交流の場として地域の

活性化を図る。  

②地域における生涯学習の指導者育成 

指導者育成講座を実施するほか、区民提案による公募型講座の充

実など生涯学習の活動主体となる団体やリーダーの育成に重点を

置いた施策を展開する。  

③新たな分野の生涯学習推進事業 

著しい社会状況の変化などによる、生涯学習に関する新たなニー

ズに対応するため、従来の事業に加え、ビジネス・職業教育、学習

しやすい子育て環境の整備、職業能力の引き上げに重点をおいた講

座や、図書館におけるビジネス支援に必要な資料の充実など、新し

い分野の生涯学習事業を展開する。その際には、地域の企業、大学

等との連携を強化し、産学公が一体となって地域の活性化を目指す。 

 さらに、現代的な課題や地域社会の課題について学習する機会を

提供し、住民等の主体的な取り組みを促進する。  

 

 

(4)ＩＴを活かした生涯学習活動の支援 

ＩＴの活用を拡充し、時間的・空間的な制約を越え、「いつでも・ど

こでも・だれでも」が学べる生涯学習環境を整えるとともに、インター

ネットを使った生涯学習活動を支援する。  

①図書館のＩＴ化の推進 

平成 16 年度に稼動した図書館オンラインシステムを一層充実さ

せ、地域の情報拠点となる図書館を目指す。  
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②生涯学習・スポーツ施設等予約システムの導入 

区民が利用する施設の利便性を向上するため、生涯学習・スポー

ツ施設等について、インターネットを利用して予約から使用料払い

込みまでの手続きを行える施設予約システムの導入を図る。  

③ＩＴを活用した各種サービスの検討 

インターネットを活用した総合的な学習情報の提供や講座の配

信など、ＩＴを活かした学習支援を推進するほか、区が所蔵する絵

画や歴史的資料についてＩＴを活用して区内外へ発信していく。  
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第３章 生涯学習推進施策の目標と方向  

 

◎この計画で定めている基本目標４項目は次のとおり。 

 １「文の京」らしい生涯学習の展開 

 ２ 多彩な学習機会と場の提供 

 ３ 学習成果の地域社会への還元 

 ４ 学習情報、相談・推進体制の充実  

 

 

◎基本目標に関する施策の方向（概要）は次のとおり。  

１「文の京」らしい生涯学習の展開  

 (1) 教育機関との連携の促進  

  ①大学と連携した講座の充実  

従前から実施してきた大学公開講座（現在６大学１０講座）を一層

多彩な講座としていく。また、区内大学連携講座、ＩＴ人材育成特区

講座などの開設のほか、今後も、大学の持つ高度な学習資源や特色を

活かした講座等の充実に努める。  

②施設・人材の活用  

区内の大学キャンパスで学ぶ講座を拡充するほか、大学生ボランテ

ィアや大学の文化施設・スポーツ施設の開放など、地域への貢献活動

や産学公の連携に積極的に取り組み始めた大学の人的・物的資源の積

極的な活用を目指す。  

③連携の拠点づくり  

文京区内全域をキャンパスとした生涯学習施策を一層積極的に展

開するため、大学等教育機関を始めとして、ＮＰＯ法人、ボランティ

ア団体や民間事業者等あらゆる団体を含めた連携を視野に入れた拠

点づくりを進める  

 

(2) 文化遺産の活用と文化活動の支援  

①「ふるさと文京」の学習  

「ふるさと文京」に関する理解や認識を高めるため、これまでの事



 - 7 -

業や展示の充実に加え、資料のデジタル化の推進や、区内大学など新

たな団体と連携した事業を実施するなど、「ふるさと文京」の学習を

一層効果的に支援する。また、区民大学講座は、区民大学企画運営委

員会との連携、区民大学院修了者等との協働を進め、「ふるさと文京」

を身近に感じながら学べる環境づくりに努める。このほか、指定文化

財の補修など、「文の京」の伝統を維持・保全し、一層の活用に努め

る。  

②「文の京」の文化・芸術活動の支援  

文芸賞、文化発信プロジェクトなど「文の京」に相応しい文化・芸

術活動への参加機会の提供や、アートウォールシビック、カレッジコ

ンサートなどによる新人発掘、若手支援に努める。また、国の文化芸

術の振興に関する基本方針を踏まえ、文京区の特性である豊富な歴

史・伝統・文化資源を活かした文化・芸術活動の振興や地域の人材が

活躍できる機会や場の提供に努める。  

 

２ 多彩な学習機会と場の提供  

(1) 生涯学習の基礎づくり  

 ①家庭教育・子育て支援の充実  

親になるための教育や子育てを通じて親子が共に学ぶ機会を充実

するとともに、親同士がコミュニケーションを活発に行うための支援

に努める。また、家庭教育講座など、ＰＴＡや地域で活動する団体と

連携した学習活動の充実に努める。さらに、子ども家庭支援センター

や子育てひろばを一層充実していく。  

②学校における生涯学習の充実 

学校における学習機会の充実、地域の学習ボランティアや大学生ボ

ランティアの積極的な活用などを通じ、学校と地域との交流を進める。

また、学校を地域の学習・文化活動の拠点の一つとして位置づけ整備

していく。 

③地域の教育力の向上  

学校行事への地域住民の参加や、地域のイベントへの学校の参加な

ど、区は地域の人たちと子どもたちがふれあう機会の充実に努める。
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また、生涯学習活動の指導者やリーダーとなる人材の育成に重点的に

取り組み、地域の力を結集して子どもを育てる環境をつくるほか、青

少年のリーダー育成やボランティア活動の奨励など青少年の社会参

加を促進する。さらに、高齢者の新たな能力開発や、地域におけるス

ポーツクラブの創設などを検討する。  

 

(2) 学習･スポーツ機会の充実 

①健康に生きるための学習・スポーツ機会の充実 

健康をテーマにした講座など医学的、栄養学的知識を学ぶ機会や、小

学生・女性・高齢者・障害者などの対象に応じた事業等、健康に生きる

ための学習・スポーツ機会を充実する。また、高齢社会を生きていく知

恵を、世代などライフステージに合わせて学ぶ機会の提供に努める 

②豊かな生活を送るための学習機会の充実 

社会構造の急速な変化に対応する知識や技能を身につけるための学習

として、社会、経済、政治や日常生活の中で必要となる知識・技能に関

して学ぶ機会を提供する。また、子どもの学習機会の充実や、地域の社

会教育関係団体等の協力による親子の体験教室などを奨励していく。  

③現代的課題に対応する学習機会の提供 

少子高齢化、環境問題など、現代的な課題の解決に区民が問題意識を

持って取り組めるような環境を整備するため、課題の現状認識と知識習

得のための学習機会を提供する。また、地域における区民の自主的な学

習活動を支援する「生涯学習お届け講座」を更に充実する。  

④職業に生かすための学習機会の提供 

大学や各種教育機関、企業やＮＰＯなどと連携し、資格取得等を支援

する講座を充実し、社会人等のキャリアップを支援する。また、産学公

が連携するネットワークセンターとなる拠点の整備を検討する。  

⑤学習活動の制約を取り除くための支援 

子育てや介護を行っている人などが、生涯学習活動に参加できる環境

を充実する。また、新たな通信・放送メディアを活用した講座の提供や、

ＩＴ化の進展による情報バリアフリー等の対応を検討する。  

 



 - 9 -

（3）学習・スポーツの場の整備 

①学習施設の整備 

図書館ホームページは、一層利便性の向上を図る。また、カウンター

業務委託も他の図書館へ拡大し、より効率的で質の高いサービスや、新

たなサービスの提供などを検討する。単独施設となる鷗外記念室は、今

後、その方向性を検討する。生涯学習館は、多目的な活用を図る施設と

しての機能を併せ持つように整備を進める。 

②スポーツ施設の整備  

区民サービスの向上を図る生涯学習・スポーツ施設等の施設予約シス

テムについて、平成 17 年度中の導入に向けた検討を進める。また、スポ

ーツ施設は、施設の整備に努めるとともに、指定管理者制度の導入を含

めて、順次、民間事業者等への委託などを進め、利便性の向上や効率的

な運営を目指していく。 

③学校開放の促進 

校庭開放・スポーツ開放の自主運営組織による運営を広げるとともに、

校庭開放の利用対象者の拡大など、更に充実を図る。また、学校施設を

有効活用する方法として、余裕教室、特別教室、プールなどの開放につ

いて検討を進める。  

④他の教育機関等の開放 

区は、大学、都立学校、民間事業者、近隣区などとの連携を図り、様々

な可能性を探りながら、施設を有効活用した生涯学習環境の充実を目指

していく。 

 

３ 学習成果の地域社会への還元 

(1)発表の機会の充実 

①交流機会の提供  

児童館や生涯学習館などで行われてきた交流活動を積極的に周知し

て参加者の拡大を図り、一層幅広い交流活動を促進するほか、区民参加

事業により交流機会を提供する。 

また、世代や立場の違いを超えて、広く区民が交流することのできる

（仮称）地域交遊館構想を進めるほか、生涯学習館は、生涯学習の拠点
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の役割を果しながら、多目的な活用が図れるように整備する。 

②各種大会等の充実 

これまでの各種展示会、発表会、大会などは、創意工夫をして一層の

内容充実に努める。また、区民の目線による内容の充実を目的として、

関係団体等による自主運営を促進し、団体の自主運営能力を高めるため

の人材育成を支援する。  

 

(2)ボランティア活動の支援 

①ネットワークの整備 

区は社会福祉協議会と協働し、活動領域の拡大を図りながらボアンテ

ィア団体を支援していく。また、ボランティア活動への総合的な支援を

行うため、ネットワークの整備を社会福祉協議会とともに検討していく。 

②人材の育成・活用 

地域の問題解決には、地域におけるリーダーの存在が不可欠であり、

育成講座の実施など人材の育成に努める。また、生涯学習人材名簿の

登録内容をインターネットで紹介するなど、利用者の立場に立った見

直しを行う。このほか、地域の方々の知識や経験を活かす機会を増や

すとともに、図書館ボランティア（ライブラリーパートナー）との協

働や、区民提案による公募型講座の充実に努める。 

③団体・グループへの支援 

社会教育関係団体、学習グループ、ＮＰＯ等ボランティア団体など

の活動を支援するため、指導者の派遣、活動の場の提供などを行うほ

か、団体やグループが相互に情報交換できる機会を設ける。また、生

涯スポーツ社会を実現するため、引き続き総合型地域スポーツクラブ

の実現を目指していく。 
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４ 学習情報提供、相談・推進体制の充実 

(1)各種メディアによる情報提供、並びに相談機能の充実 

①各種メディアによる情報の充実  

生涯学習に関する区の情報は、生涯学習情報誌を中心としてホーム

ページへの掲載を行ったが、さらに掲載情報の充実に努めて利便性の

向上を図る。また、大学等教育機関や民間事業者との連携を図る中で、

多く情報を収集・整理・分析し、一層充実した情報を区民に提供する。 

②新たな情報提供方法の整備  

新しい情報を広範囲に伝えることのできる情報伝達手段として、イ

ンターネットを絶えず効果的に活用していく。 

生涯学習・スポーツ・区民施設などの施設予約システムを導入や図

書館オンラインシステムの質の向上を図るほか、区が所蔵する絵画や

歴史的資料をインターネットを活用して区内外に発信するシステム

の検討や、区民が気軽に利用できるインターネット端末の生涯学習施

設への設置などを行う。 

③学習相談機能の充実  

学習情報の提供や相談に関し、利用しやすい窓口として新たに情

報・相談コーナーを設置する。また、電子メールによる新たな相談窓

口開設の検討や、地域における相談者の育成を行う。 

 

(2)推進体制の整備 

①区民参画の促進 

「協働・協治」の社会を実現していくために、これまで以上に重要

な役割を担う文京区生涯学習推進協議会の活性化と強化・充実を図る。

また、区民大学企画運営委員会は、区民の要望をより反映した講座等

を企画できる組織を目指す。さらに、図書館ボランティア（ライブラ

リーパートナー）を積極的に受入れ、より地域に密着した図書館運営

を目指す。  

②新たな推進体制の検討  

各機関が独自に行ってきた生涯学習活動をネットワーク化し、産学

公連携を進め、文字どおり「文京区全域を生涯学習のキャンパスに」
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にするため、速やかで柔軟な運営を行える、新たな拠点や推進体制の

整備を検討する。  

③行政内部の推進体制の整備と職員の育成  

    行政内部の生涯学習施策を総合調整する生涯学習推進本部は、新た

な推進体制を検討していく中で機能強化を図る。  

    「協働・協治」の考え方に基づく生涯学習を推進するために、文京

区人材育成計画や文京区第 2 次電子自治体プランなどに基づく職員

の育成に取り組んでいく。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

   
                   

施策の体系                         計画の基本目標（大項目）                 施策の目標（中項目）        施策の方向（小項目） 
 
①大学と連携した講座の充実 
②施設・人材の活用 
③ 連携の拠点づくり 
 
①「ふるさと文京」の学習 
②「文の京」の文化・芸術活動の支援 
 
 
① 家庭教育・子育て支援の充実 
② 学校における生涯学習の充実 
③ 地域の教育力の向上 
 
①健康に生きるための学習･ｽﾎﾟｰﾂ機会の充実 
②豊かな生活を送るための学習機会の充実 
③現代的課題に対応する学習機会の提供 
④職業に生かすための学習機会の提供 
⑤学習活動の制約を取り除くための支援 
 
①学習施設の整備 
②スポーツ施設の整備 
③学校開放の促進 
④他の教育機関等の開放 
  
 
①交流機会の提供 
②各種大会の充実 
  
 
①ネットワークの整備 
②人材の育成・活用 
③団体・グループへの支援 
 
 
①各種メディアによる情報の充実 
②新たな情報提供方法の整備 
③学習相談機能の充実 
  
  
①区民参画の促進 
②新たな推進体制の検討 
③行政内部の推進体制の整備と職員の育成 

(１)教育機関との連携の促進 

(２) 文化遺産の活用と文化活

動の支援 

(１)生涯学習の基礎づくり 

(２)学習・スポーツ機会の充実 

(3)学習・スポーツの場の整備 

(１)発表の機会の充実 

 

(２)ボランティア活動の支援 

(１)各種メディアによる情報提供 
 
 並びに相談機能の充実 

(２)推進体制の整備 
 

１ 「文の京」らしい生

涯学習の展開 

２ 多彩な学習機会と

場の提供 

３ 学習成果の地域社

会への還元 

（
文
京
区
生
涯
学
習
推
進
基
本
構
想
） 

文
京
区
全
域
を
生
涯
学
習
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に 

４ 学習情報、相談・推

進体制の充実 
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